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令和元年度の公民館事業
【町公民館の主な事業等】
募集要項など、詳細は別途お知らせします。

（ここに掲載されているものは予定ですので変更される場合もあります。）
問い合わせ先　撒 (57)4177
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こ
の
た
び
、
佐
川
野
学
区
の
分
館

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
分
館
の
更
な
る

発
展
を
め
ざ
し
て
、
役
員
一
丸
と

な
っ
て
佐
川
野
学
区
の
皆
様
方
に
貢

献
で
き
ま
す
よ
う
に
一
つ
ひ
と
つ
の

事
業
を
大
切
に
し
て
行
っ
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
分
館
の
役
員
に

女
性
を
起
用
し
て
、
女
性
な
ら
で
は

の
目
線
で
見
て
い
た
だ
き
、
考
え
て

も
ら
え
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
最
初
の
事
業
は
４
月
５

日
に
観
桜
会
を
行
い
ま
し
た
。
前
年

度
の
役
員
で
残
っ
た
の
は
た
っ
た
２

人
で
し
た
の
で
多
少
番
狂
わ
せ
も
あ

り
、
今
後
の
反
省
と
教
訓
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
後
の
事
業
は
多
く
の
方
々
に
気

軽
に
参
加
で
き
る
研
修
旅
行
、
佐
川

野
っ
子
ふ
れ
あ
い
運
動
会
な
ど
沢
山

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
よ
り
多
く
の
皆
様
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
橋
学
区
分
館
で
は
、「
キ
ラ
リ

と
光
る
読
書
の
ま
ち
野
木
」
宣
言
を

受
け
、
５
年
前
か
ら
毎
年
、
読
書
支

援
事
業
と
し
て
新
橋
小
学
校
の
図
書

室
へ
本
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　
本
は
購
入
先
で
あ
る
「
童
話
館

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
」
の
コ
ー
ス
か
ら
対

象
児
童
年
齢
に
ふ
さ
わ
し
い
本
を
学

校
に
選
ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
、
合
計
２
１
９
冊
の
本
を
寄

贈
し
て
い
ま
す
。

　
新
橋
小
学
校
の
図
書
室
に
は
、「
分

館
文
庫
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
し
て

あ
り
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
利
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
及
び

保
護
者
か
ら
も
大
変
好
評
と
伺
っ
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
読
書
を
通
し
て
、

心
豊
か
に
育
つ
た
め
の
一
助
と
な
れ

ば
幸
い
か
と
、
今
後
も
読
書
支
援
事

業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
４
月
５
日
の
晴
天
で
風
も
な
く
、

め
ず
ら
し
く
暖
か
で
、
桜
の
花
も
満

開
の
中
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
予

想
以
上
の
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
し

て
い
た
だ
き
観
桜
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
余
興
の

第
１
部
と
し
、
22
人
の
歌
謡
シ
ョ
ー

と
歌
手
と
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
盛
り
上

が
り
、
第
２
部
で
は
多
く
の
方
々
の

す
ば
ら
し
い
美
声
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
様
も
き
っ
と
楽
し
く
満
足
し
て

余
興
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
分
館
役
員
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
沢

山
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す

の
で
、
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
分
館
の
活
動
を
共
に
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

新
分
館
長
よ
り
一
言

佐川野
舘野　誠一

分
館
か
ら

読
書
支
援
事
業

新橋

観
桜
会

佐川野

本を読む子どもたち 今までに寄贈された本

会場内の風景 会場から見た桜
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４
月
13
日
（
土
）
野
渡
分
館
で
は
、

さ
さ
ら
祭
り
を
支
援
す
る
た
め
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
模
擬
店

を
設
け
、
さ
さ
ら
祭
り
を
見
物
に
来

た
方
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
を
無
償
で
提
供
し
ま
し
た
。

　
さ
さ
ら
祭
り
は
、
事
始
め
式
、
舞

揃
い
の
式
、
出
社
祭
、
帰
社
祭
、
中

祭
り
、
後
祭
り
と
約
50
日
間
に
わ
た

る
古
式
豊
か
な
祭
礼
で
、
５
０
０
年

に
わ
た
り
継
承
さ
れ
て
き
た
、
す
べ

て
子
供
が
演
舞
す
る
伝
統
芸
能
で
す
。

　
今
年
の
当
番
は
上
宿
で
、
太
刀
は

小
学
３
年
生
１
人
、
獅
子
は
小
学
６

年
生
２
人
と
小
学
４
年
生
１
人
、
金

棒
引
き
は
小
学
６
年
生
と
６
歳
児
で
、

長
棒
１
人
と
太
刀
１
人
が
不
足
の
構

成
で
す
が
、
３
月
３
日
の
事
始
め
以

後
、
土
曜
、
日
曜
と
春
休
み
期
間
中

に
師
匠
と
神
童
子
が
一
体
と
な
っ
て

練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
午
後
１
時
半
過
ぎ
に
、
上
宿
集
会

所
で
舞
っ
た
後
、
お
仮
舎
（
お
か
り

や
）
に
移
動
し
、
午
後
２
時
か
ら
厳

か
な
儀
式
の
中
、
棒
と
獅
子
の
演
舞

が
あ
り
、
大
勢
の
見
物
者
の
歓
声
と

拍
手
の
渦
の
中
を
、
上
宿
を
先
頭
に

下
宿
、
細
谷
、
寺
山
、
新
田
の
山
車

が
太
鼓
の
音
と
車
輪
の
き
し
む
音
を

立
て
な
が
ら
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　
そ
の
後
に
、
露
払
い
を
先
頭
に
、

金
棒
引
き
、
棒
、
獅
子
、
笛
、
宝
剣

大
傘
と
続
き
、
そ
の
後
に
は
、
ご
神

体
を
乗
せ
た
神
輿
の
渡
御（
と
き
ょ
）

が
始
ま
り
、
棒
と
獅
子
の
神
童
子
に

は
、
師
匠
が
付
き
添
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
神
体
を
乗
せ
た
神
輿
は
、
享
保

元
年
江
戸
夷
（
え
び
す
）
屋
の
宮
大

工
、
藤
原
正
重
の
銘
の
あ
る
重
厚
な

作
り
で
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
逸
品
で

す
。

　
午
後
２
時
半
頃
出
発
し
た
渡
御
の

一
行
は
陽
の
傾
く
頃
、
桜
吹
雪
の
舞

う
沿
道
に
、
５
耕
地
内
の
上
宿
、
細

谷
、
下
宿
、
寺
山
、
新
田
を
約
２
時

間
掛
け
て
巡
り
、
一
の
鳥
居
、
二
の

鳥
居
を
通
り
、
三
の
鳥
居
前
で
は
、

ご
神
体
が
本
殿
に
戻
る
時
に
こ
こ
で

お
清
め
の
儀
式
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
本
殿
に
到
着
す
る
と
、
ひ
と
き
わ

高
く
笛
の
音
が
杉
木
立
に
響
き
渡
り
、

同
時
に
棒
舞
と
獅
子
舞
が
始
ま
り
、

堂
々
と
し
た
神
童
子
の
見
事
な
演
舞

に
、
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
長
く
続

い
て
お
り
ま
し
た
。

　
野
木
町
煉
瓦
窯
の
北
東
端
に
あ
る

公
園
が
、「
だ
い
て
ば
こ
ひ
ろ
ば
」

で
す
。

　
小
さ
な
公
園
で
す
が
、
子
供
向
け

の
総
合
遊
具
や
、
大
人
用
の
懸
垂
棒
、

東
洋
医
学
を
取
り
入
れ
た
足
ツ
ボ
を

刺
激
す
る
色
々
な
形
状
の
出
っ
ぱ
り

が
あ
る
裸
足
で
歩
く
健
康
器
具
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
て

ら
、
毎
日
の
よ
う
に
通
う
方
も
居
る

と
か
。

　
運
が
良
け
れ
ば
、
間
近
で
馬
を
見

る
こ
と
も
で
き
ま
す
よ
。

　
煉
瓦
窯
に
来
た
と
き
は
、是
非「
だ

い
て
ば
こ
ひ
ろ
ば
」
に
も
お
立
ち
寄

り
下
さ
い
。

文
化
振
興
さ
さ
ら
祭
り

野 木 
（野渡）

集会所での獅子舞

飾りつけられた
五耕地の山車

シ
リ
ー
ズ
都
市
公
園

だ
い
て
ば
こ
ひ
ろ
ば

神輿渡御

「はい、どうぞ」
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チ
ャ
リ
ッ
サ
・
ベ
ル
・
ツ
ル
オ
カ

と
申
し
ま
す
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
来
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
公
民
館
と
友
沼
小
学

校
で
英
語
を
教
え
て
い
ま
す
。

　
好
き
な
食
べ
物
は
ド
リ
ア
ン
で
す
。

良
か
っ
た
ら
皆
さ
ん
も
食
べ
て
み
て

く
だ
さ
い
！

　
趣
味
は
映
画
・
ア
ニ
メ
を
見
る
こ

と
、
音
楽
を
聴
く
こ
と
で
す
。
普
段

洋
楽
し
か
聴
か
な
い
の
で
、
お
勧
め

の
日
本
の
音
楽
が
あ
れ
ば
教
え
て
く

だ
さ
い
！

　「
楽
し
く
学
ぼ
う
、
身
に
つ
け
よ

う
」
を
合
言
葉
に
シ
ニ
ア
向
け
の
パ

ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
て
以
来
、

毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
会
員
よ
り
「
手
作
り
の
年
賀
状
が

出
来
た
」「
認
知
症
防
止
に
も
パ
ソ

コ
ン
は
役
立
っ
て
い
る
」「
自
治
会

の
会
計
報
告
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
受
講
の
皆
様
か
ら
感
想
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
パ
ソ
コ
ン
を
学
ぼ
う
と

す
る
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。
初
心
者

大
歓
迎
。

場
所
　
町
公
民
館

活
動
日
　
毎
月
２
回

　（
第
１
・
第
３
水
曜
日
）

　
９
時
30
分
〜
12
時

募
集
人
員
　
先
着
12
名

会
費
　
月
２
５
０
０
円（
資
料
代
込
）

申
込
　
６
月
１
日
〜

申
込
・
問
合
せ
先
　
浜
田
　
敏
路

　
撒（
56
）０
３
８
２

【
友
沼
分
館
長
】

　
　
　
　
・
秋
元
　
吉
行

【
野
木
分
館
長
】

　
　
　
　
・
渡
辺
　
貞
至

【
佐
川
野
分
館
長
】

　
　
　
　
・
舘
野
　
誠
一

【
南
赤
塚
分
館
長
】

　
　
　
　
・
片
平
　
光

【
新
橋
分
館
長
】

　
　
　
　
・
小
室
　
正
勝

　
今
年
度
も
引
き
続
き
次
の
メ
ン

バ
ー
で
館
報
の
編
集
を
担
当
い
た
し

ま
す
！

　
地
域
に
密
着
し
て
、
読
み
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
い
記
事
を
目
指
し
て
が

ん
ば
り
ま
す
！

　
読
者
の
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
！

【
友
沼
分
館
】

　
　
　
　
・
井
岡
　
智
美

　
　
　
　
・
塚
田
　
亜
矢
子

【
野
木
分
館
】

　
　
　
　
・
小
林
　
恵
理
子

　
　
　
　
・
神
原
　
秀
夫

【
佐
川
野
分
館
】

　
　
　
　
・
萩
原
　
美
佐
子

　
　
　
　
・
鈴
木
　
愛
子 

【
南
赤
塚
分
館
】

　
　
　
　
・
有
田
　
論
理

　
　
　
　
・
阿
久
津
　
幹
男

【
新
橋
分
館
】

　
　
　
　
・
斉
藤
　
孝

　
　
　
　
・
光
定
　
哲
雄

Ａ
Ｌ
Ｔ
紹
介

（
外
国
語
指
導
助
手
）

チャリッサ先生

サ
ー
ク
ル
紹
介

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

野
木
町
分
館
長
紹
介 活動風景

館
報
編
集
委
員
紹
介


